 　

	本格的ディベートをやってみよう



　　　 ――ルールのある討論ゲームをやってみよう――



１　この学習をするにあたって

国際化社会の下、様々な異質な文化を背景とする人々との交流がますます盛んになってきている。相互理解を図っていくため

にも論拠を明確にして意見を述べる力、相手の意見の根拠を的確にとらえる力などディベートで培われる能力は有意義であると

思われる。

また、膨大な情報に取り囲まれている情報化社会の下、自分にとって有用な情報を収集、整理する能力も身に付けさせたい。

２　単元全体のねらい

1 必要な情報・資料を収集し、整理する力を身に付ける。

2 グループでの話し合いを通して、意見を調整し、論理を組み立てる力を身に付ける。

3 言語でわかりやすく伝える力を身に付ける。

4 メモをしながら整理し批判的に聞く力、論理的思考力を身に付ける。

３　学習のねらい（全３時間の第１、２時。あるいは全２時間の第１時）

1 必要な情報・資料を収集し、整理する力を身に付ける。

2 グループでの話し合いを通して、意見を調整し、論理を組み立てる力を身に付ける。

４　学習指導案（全３時間の第１、２時。あるいは左記の学習内容３のみで１時） 準備（論題、グループ編成、情報収集・整理）

	第2時
	第　1　時
	時数

	１　論題、立場の決定（10分）

①　論題および、その論題における二つの立場（肯定派、否定派など）を決定する。　

２　グループ編成および立場、役割の決定（15分）

1 グループを作る。（一グループ五人～八人）

2 対戦の組み合わせを決める。


3 肯定派、否定派などそのグループの立場を決める。

4 組み合わせで対戦のないグループより司会者・時計係（二人）・記録係（二人）、審判（五人や七人の奇数がよい。）を選ぶ。

３　グループでの情報・資料の収集と整理作業(75分)

1 文献、新聞、インターネットなどから必要な情報・資料を収集、「情報カード」に記録する。

2 「情報カード」を整理しながら、論理の組立作業をし、立論、質疑などを作成する。
　

（学習プリント　立論フォーマット例参照）

3 グループ内における役割を決める。（立論、質疑、応答、反駁、最終弁論の担当者）




	学　習　内　容

	· 論題の決め方は、（イ）教師が決める。（ロ）生徒たちに選ばせる。　

（ハ）生徒たちから募集する。などいろいろ考えられる。（試合毎に論題を変えるのであれば、それだけの論題を選ぶ。）

· リーダー役を決めるとよい。

· 論題を生徒たちに選ばせたのであるならば、同じ論題を選んだグループ同士が対戦するようにしてもよい。

· 全部で６グループであれば、理想的には３試合であるが、時間的な制約があれば、上記の学習内容３の状況などから２グループ選抜による１試合という方法もある。

· 一情報につき一枚の「情報カード」（利用教材頁　参照）に記録させる。

· 自分たちの立場の根拠となる情報だけでなく、自分たちと反対の立場の情報なども収集させ、質疑や反駁に備えさせる。

· ③については、反駁、最終弁論の担当者は、ディベート当日の作戦タイム中に決めてもよい。


	指導上の留意点


５　具体的評価規準と評価方法（全３時間の第１、２時。あるいは全２時間の第１時）

  ①　必要な情報・資料を収集し、整理することができる。（情報カード、およびその整理の仕方の観察）

  ②　グループでの話し合いを通して、意見を調整し、論理を組み立てることができる。（作成した立論などの確認）

６　利用教材（全３時間の第１、２時。あるいは全２時間の第１時）

  　情報カード（学習プリント）
　　〈第３時の学習指導案〉

１　学習のねらい（全３時間の第３時。あるいは全２時間の第２時）

  ①　言語でわかりやすく伝える力を身に付ける。

　②　メモをしながら整理し批判的に聞く力、論理的思考力を身に付ける。

２　学習指導案（全３時間の第３時。あるいは全２時間の第２時）　ディベート試合一試合分

· 全部で６グループであれば、理想的には３試合３時間である。ただし、時間的に制約があれば、前頁学習指導案の学習内容３の

状況などから、２グループ選抜による１試合という方法もある。

	
	時数

	１　本時の流れを知る。（２分）

  ①　司会者によるディベート試合の流れ、ルールの説
明を聞き、理解する。

２　ディベート試合を行う。（40分）        【評価①】

　試合のフォーマット

1 肯定側立論（５分）

　　　否定側準備時間（１分）

2 否定側質疑（３分）

3 否定側立論（５分）

　　　肯定側準備時間（１分）

4 肯定側質疑（３分）

5 作戦タイム（４分）

6 否定側反駁（３分）
	学　習　内　容

	· 本時の全体の流れを説明することにより、授業に臨む動機づけを図る。

· 記録係（二人）に、論題や試合のフォーマットを板書させておく。


· 計時係に、正確に時間を計測させる。時間になったら、ベルなどで知らせるようにしておく。

· 早口にならないなど、わかりやすい話し方を心掛けさせる。

· 審判担当のグループを、所定の場所に着席させ、フローシートに発言内容をメモし、整理しながら聞かせる。

· 聴衆である生徒にもフローシートにメモし、整理しながら聞くよう指示する。


· 
	指導上の留意点


	

	7 肯定側反駁（３分）

　　　否定側準備時間（２分）

8 否定側最終弁論（４分）

　　　　肯定側準備時間（２分）

9 肯定側最終弁論（４分）

３　試合の審査・判定および感想（８分）


	· 審判に記入したフローシートに基づいて、冷静に中立の立場で判定を下させ、判定理由を述べさせる。（慣れないうちは、教師が判定の模範を示す。）


· フローシートによる判定が困難であると考えられる場合は、判定基準を設けた「ディベート判定基準表（利用教材二二五参照）」などを用いて判定してもよい。


· ディベートを通して、自分の考えがどのように広がり、深まったか、などの感想を書かせる。次回、意見文を作成させるのもよい。




３　具体的評価規準と評価方法（全３時間の第３時。あるいは全２時間の第２時）

1 言語でわかりやすく伝えることができる。（授業中の観察による確認。ディベート判定基準表による確認）

2 批判的に聞くことができる。（フローシートの確認）

3 論理的に思考できる。（意見文の確認、定期テストによる確認―例えば、肯定側立論をテストに記載し、否定側反駁を字数　　制限して書かせたものの確認）

４　利用教材（全３時間の第３時。あるいは全２時間の第２時）

  　「フローシート簡略タイプ・標準タイプ」のうちいずれかを学校の実態に合わせて選択。ディベート判定基準表（学習プリン　ト内）






















